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研究成果の概要（和文）：本研究は、人間言語の文生成における「派生」を考察の対象とし、主に派生を生み出す演算
と演算がの適用に関する研究を行った。本研究では、併合演算を中心的に考察し、併合が第３の原理の中で単純に適用
されるとの仮説を追求した。仮説の検証に用いる現象として、主語のA／A'移動を取り上げた。主語の移動現象に関す
る研究を通して、派生メカニズムを解明し、単純併合仮説が正しい方向にあることを明らかにした。これは、「強いミ
ニマリスト仮説」を裏付けるものであり、この研究によって、単純に設計された言語機能という仮説が支持されること
を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The present research focused on derivation in the generation of syntactic 
structures, dealing with syntactic operations and their applications. In this research, I mainly 
considered the Merge operation and explored the hypothesis that Merge is constrained by third factor 
principles. As empirical data, I considered subject movement (both A and A') and explored mechanisms of 
syntactic derivations. The research did demonstrate that the simplest Merge hypothesis is on the right 
track. The results I obtained endorse the Strong Minimalist Thesis and I believe that my research has 
contributed to the understanding of the faculty of language in our mind/brain.

研究分野：理論言語学（統語論）

キーワード： 派生計算論
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１．研究開始当初の背景 
ミシガン大学の Epstein らによる一連の研究
(A Derivational Approach to Synactic 
Relations, Epstein et al., Oxford 
University Press, 1998 等)によって、文を
生成する過程で“派生”の果たす役割が統語
理論の研究の中で大きく注目されるようにな
り、派生プロセスの帰結として言語の諸特性
を説明できることが明らかにされてきていた。
ミニマリスト・プログラム以前の統率・束縛
理論に代表される統語理論の研究では、派生
の重要性を認識する一方で、派生によって生
み出される構造(表示)を何かしらの形で含み、
表示を使って文法の諸特性を説明する研究が
一般的であった。しかし、文が積み上げ式に
組み立てられるのであれば、派生は必要不可
欠となる。もし派生プロセスのみで人間言語
の諸特性を説明することができれば、派生と
表示の余剰性が解消され、より説明力のある
（つまり、より原理的な）統語理論を構築で
きる。従って、簡潔で、説明力をもつ統語理
論を構築するには、文を生成していく際に必
要不可欠となる派生に大きく着目する必要が
あった。本研究代表者は、研究開始以前に、
統語理論の諸側面に関して、“派生”をキーワ
ードに研究を行ってきており、こうした一連
の研究によって、文を生成する過程の帰結と
して言語の諸側面を捉えようとする研究プロ
グラムが妥当な方向にあることが示されてい
た。こうした研究を通して、派生プロセスの
帰結として言語現象を捉えていくことができ
ることが明らかになってきており、この方向
性を更に追求することで、統語演算によって
生み出される派生プロセスのみで人間の言語
能力全体を説明していくことが可能であると
いう着想を得るに至った。 
 
２．研究の目的 
研究開始当時の学術的背景を踏まえ、本研究
の目的は、文を生成する脳内文法のメカニズ
ムを、その派生プロセスに着目し、派生から
演繹される統語論モデルを構築することであ
った。人間の脳内では、積み上げ式に単語と
単語が組み合わされ、単語から句、句から節
へと拡大することで、文が生成されると考え
られている。１．の背景の中でも述べたよう
に、本研究課題を開始するまでの統語論研究
では、この派生プロセスに加えて、それが生
み出す派生構造(表示)を基にして言語のもつ
諸特性を説明しようとするのが一般的であっ
た。本研究は、派生と表示の間の余剰性を排
し、派生プロセスのみで言語能力を説明する
統語理論を構築することを目的とした。本研
究を通して、文の生成に必然的となる“派生”
の役割を明らかにし、表示を取り込んだ統語
理論が抱える様々な問題を解決することを研
究の主眼に置いた。 

本研究は、素性と演算の性質を明らかにし、
演算の適用方法を解明することが主たる目的
であり、研究課題を遂行するに当たり、研究
テーマとして、(i)素性の中身と構成を明らか
にすること、(ii) 文法演算のメカニズムを明
らかにすること、(iii) 統語的構造物がどの
ようにして派生上で生み出され、派生が進行
しているのか、を明らかにすること、を設定
して研究に取り組んだ。 
 
３．研究の方法 
本研究は人間の言語能力に関する理論的研究
であり、データに基づく仮説構築と構築した
仮説の経験的検証が中心であった。研究の遂
行に当たっては、この作業を厳密に繰り返す
ことで、より妥当な理論を組み立て、最適な
派生メカニズムを明らかにしていった。仮説
構築とその検証に必要なデータは、文献にあ
り、既に確立されているものが中心であった
が、データ規模を拡大し、新たな予測を検証
するために新たなデータの収集も行った。ま
た、既存のデータの妥当性を再確認する作業
も合わせて行い、データの精緻化を図った。
研究を進めるに当たっては、国内外の他の研
究者との議論を通して、研究軌道を常に確認
しながら研究を進めた。 
 
４．研究成果 
本研究では、概ね研究計画書に基づき研究を
進め、以下のような研究成果が得られた。 
 
(1) 平成 24 年度の研究では、平成 24 年度の
研究実施計画を遂行する前に進めてきた派生
計算の仕組みに焦点を当てた研究を行った。
本研究では、現在のミニマリスト・プログラ
ムに依拠する統語理論の中に生じる表示レベ
ルを取り除く提案を行い、具体的な言語現象
を通してこの提案の妥当性を実証した。本研
究は、申請した研究課題の中に含められる研
究であり、派生と表示の間に生み出される余
剰性を解決するという意味において重要であ
る。また、研究課題の目的である「派生プロ
セスのみで言語能力を説明する統語理論を構
築する」に沿ったものであり、派生の役割を
明らかにする本研究課題の一端を達成するこ
とができたと考えられる。 
上記の研究と共に、平成24年度の研究実施
計画に基づき、統語演算の原動力である「素
性」とその構成の研究に取り組んだ。本研究
は、研究代表者が行った研究を基礎にし、そ
の再検討を含めながら研究を進めていった。
素性には解釈可能なものと不可能なものに分
かれるが、本研究はEpstein, Kitahara and 
Seely (2010)等の重要な研究成果を踏まえな
がら、特に解釈不可能な素性が派生計算の中
で果たす役割について理論的な考察を加え、
それをデータの観察を通して実証的に検証し
た。また、素性の構成が演算の適用に重要な



役割を果たすことを明らかにし、素性構成の
パラメータ化が統語現象における言語間の違
いを生み出していることを仮説として提示し
た。素性構成のパラメータ化に関しては、狭
義の統語論の演算である「併合」がそれに係
わっているのではないかという方向性を示し
た。本研究の成果は、派生計算の姿を明らか
にすることに寄与するため、その意義は大き
いと考えられる。 
 
(2) 平成25年度の研究では、統語構造物を生
み出す「併合」という演算について考察した。
現在のミニマリスト・プログラムが正しいと
すると、併合は統語計算内においては自由適
用となり、第三の原理と呼ばれる最適計算の
原理によってその適用が制限されることにな
る。併合が自由適用される結果、移動は内的
併合として捉えられることになるが、もし移
動が内的併合であるとすると、これまでの生
成統語論研究での考え方とは異なり、移動に
は制約が一切掛からず、移動は自由な演算と
いうことになる。 
平成25年度の研究においては、併合の性質
を考察する上で、「優位性効果」と呼ばれる
現象に着目し、A移動とAバー（A’）移動に観
察される移動の優位性に関して、強いミニマ
リスト仮説の下で、新たな分析を提案した。A
移動とA’移動に見られる優位性効果が従来
考えられていたのとは異なり、統語計算の遂
行が優位性効果をもたらすのではなく、統語
計算によって作られた統語構造物がインター
フェイスに転送され、そこに送られた際にイ
ンターフェイス条件を破ることによる派生計
算の破綻に帰することができることを明らか
にした。この成果は、統語計算において内的
併合、つまり移動、が自由に適用されること
を裏づけ、また、強いミニマリスト仮説を支
持することになるという意味で重要である。
本研究は、言語がインターフェイス条件を満
たす完璧なシステムであることを示す一つの
事例であると考えられる。 
 
(3) 平成 26 年度の研究では、派生計算の仕組
みについて、主語の移動現象を中心に検討し
た。この年度の研究では、フェイズに基づく
最適な派生計算メカニズムを解明することを
目的とし、フェイズを仮定する理論モデルの
中で、主語移動の派生に関する研究を行った。
まず、主語の A 移動が示す反循環移動の問題
を取り上げ、循環転送に基づく主語の移動分
析を新たに提案した。この提案がフェイズ理
論の中で主語が提起する反循環性の問題を解
決することができることを明らかにし、同時
に、理論的にも経験的にも妥当な帰結をもた
らすことを示した。 
 当該年度の研究では、同時に主語の A’移
動についても検討した。A’移動の事例として、

本研究では主語の wh 移動の派生について研
究を行った。強いミニマリスト仮説の枠組み
の中で、従来の提案とは異なり、主語 wh 句が
TP とは併合しない（つまり、TP の指定部に移
動しない）ことを理論的・経験的に明らかに
した。また、この分析では、CP 指定部におけ
る主語の A 性の性質と T の EPP に関して問題
が生じることになるが、主要部移動を素性移
動と捉えることでこの問題が解決されること
を明らかにした。主要部移動に関して、それ
が素性継承と表裏をなす「素性上昇」として
定式化できることを提案し、この提案によっ
て、理論上、何も問題を起こさずに主要部移
動が可能になることを示した。更に、主語の
A’移動に関するこの提案が、ドイツ語に見ら
れる主語先頭の動詞第２(V2)現象も説明する
ことができること、また、主語の長距離 A’
移動の際に観察される that 痕跡効果を導く
ことができること、を明らかにした。 
 
(4) 平成 27 年度の研究では、平成 25 年度に
引き続いて、主に統語演算のメカニズムの解
明に焦点を当て、併合演算を更に考察した。 
 当該年度の研究では、併合の性質を考察す
る上で移動に見られる「不適格移動」と呼ば
れる現象に着目し、不適格移動が自由併合の
下でどのように排除されるのかに関してミニ
マリスト・プログラムの観点から新たな分析
を提案した。不適格移動が従来の提案とは異
なり、統語計算内の制約によって排除される
のではなく、統語計算によって作られた統語
構造物が転送され、インターフェイス条件を
破ることによって不適格になることを明らか
にした。この成果は、統語計算において併合
演算が自由に適用されることを裏づけ、また、
強いミニマリスト仮説を支持することになる
成果である。 
4 年間の研究期間において、ミニマリスト・
プログラム、中でもその「強いミニマリスト
仮説」を軸として、統語演算と派生計算の研
究に取り組み、人間言語の派生メカニズムの
一部に対して深い理解を得ることができた。 
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